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あらまし：先端 IT 人材の不足は社会的な課題となっており，先端 IT 人材の育成に加え非 IT 領域の人材

でも，IT 技術を使ったサービス開発やシステム開発がおこなえる人材の育成が求められる．本研究では，

非 IT 領域を専門とする香川大学創造工学部創造工学科造形・メディアデザインコースと香川大学経済学

部の学生を対象とした IoT デザイン教育プログラムを開発した．本論文では，開発した IoT 教育プログラ

ムの内容について述べるとともに，その教育プログラムで開発されたプロトタイプシステムから教育プ

ログラムの効果について述べる． 
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1. はじめに 

経済産業省の「IT 人材育成の状況等について」に

よると，IoT を含む先端 IT 人材の不足は 2020 まで

に約 4.8 万人にまで拡大すると試算されている．す

なわちこのことは，IT 技術を活用した新規事業開発

や事業創造を行える人材についても不足することを

意味している(1)． 

本研究では，非 IT 領域を専門とする香川大学創造

工学部造形・メディアデザインコースと香川大学経

済学部を対象とした IoT デザイン教育プログラムを

開発した．開発した IoT デザイン教育プログラムは，

アイデアソンおよび，ハッカソンを連続的におこな

い，創出したアイデアに基づいたシステム開発と開

発したシステムの効果検証から構成される．ハッカ

ソンでは ifLink オープンコミュニティ製の ifLink を

用いてシステム開発がおこなわれた(2)．ifLink はノン

プログラミングで IoT デバイスを活用したシステム

を開発可能であり，非 IT 領域に属する人材でもシス

テムを開発することができる． 

本論文では，開発した IoT 教育プログラムの内容

について述べるとともに，その教育プログラムで開

発されたプロトタイプシステムから教育プログラム

の効果について述べる． 

 

2. IoTデザイン教育プログラムの開発 

2.1 IoTデザイン教育プログラムの到達目標 

IoT デザイン教育プログラムは，創出したアイデ

アから実際に動作可能なシステム（プロトタイプシ

ステム）を開発し，そのアイデアが本当に有効であ

るかどうかをプロトタイプシステムから検証するこ

とを目的に開発された． 

本研究では，IoT デザイン教育プログラムの到達

目標として，以下の 5 つの目標（「①非 IT 領域の学

生でも IoT システムが開発できる」，「②創出したア

イデアから，動作可能なプロトタイプが開発できる」，

「③開発したプロトタイプを実際に利用して評価が

おこなえる」，「④評価結果に基づきアイデアの修正，

プロトタイプの改善がおこなえる」，「⑤創出したア

イデアをプロトタイプにより価値検証できる）を定

めた． 

 

2.2 IoTデザイン教育プログラムの設計 

非 IT 領域を専門とする人材を含めて IT 技術を活

用した新規事業開発や事業創造を行えるようにする

ためには顧客視点での価値創造手法を理解する必要

がある．IoT デザイン教育プログラムはデザイン思

考(2)をベースとしたプログラムとし，先述した到達

目標を達成できるようにした．図 1 は，デザイン思

考を適用したプログラム構成を示している．アイデ

アソンを通じて，共感，問題定義，アイデア創出を

おこない，ハッカソンによって具体化，検証につな

げていく内容とした．ハッカソンによる検証の結果

に基づいて，プロトタイプシステムの改善や，創出

したアイデアの問題定義自体を見直す改善サイクル

を体感できるような構成になっている． 

図 1 デザイン思考を適用したプログラム構成 

― 217 ―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A5-3 



3. ifLinkの概要について 

ハッカソンでは，ifLink を用いてシステム開発が

おこなわれた．ifLink は，ifLink オープンコミュニテ

ィが開発した IoTプラットフォームである．図2は，

ifLink で利用できるモジュール（一部抜粋）を示し

ている．ifLink オープンコミュニティには複数の企

業が参加しており，IoT デバイスを提供するととも

に，モジュール化することで相互利用ができる仕組

みが構築されている(3)．ifLink では，ノンプログラミ

ングで IoT デバイスを活用したシステムを，「if(もし

～ならば)という条件を満たしたときに，then(～す

る)というルール」に基づいたシステム開発がおこな

える． 

 

4. IoTデザイン教育プログラムの実践 

2020 年 11 月から 2021 年 1月にかけて，香川大学

創造工学部創造工学科造形・メディアデザインコー

スの「サービス・イノベーション創造演習」（香川大

学経済学部の学生も受講）において，本教育プログ

ラムの実践をおこなった．表 1 は，本教育プログラ

ムの内容を示している．  

図 3 は，学生が開発したプロトタイプシステムの

実演例を示している．このプロトタイプシステムは，

加速度センサーと音声合成モジュールから構成され

る．プロテインシェイカーに設置された加速度セン

サーがシェイカーの動作を検知し，今日のトレーニ

ング内容を「褒める」システムである．簡単なイン

ストラクションを受けた学生が，30 分程度の実装で

システムを開発することができた． 

 

5. おわりに 

香川大学創造工学部創造工学科造形・メディアデ

ザインコースの授業において本プログラムを実践し

た結果，開発されたプロトタイプシステムから当初

計画した到達目標①から⑤を達成することができた．

よって本教育プログラムは，非 IT 領域の学生に対し

ても IoT デザイン教育を可能としていることが明ら

かとなった． 

 

表 1  IoTデザイン教育プログラムの内容 

回 内容 

第 1 回 【インプット①】 

第 2 回 【インプット②】 

第 3 回 【アイデア創出ワーク①】  

アイデアソン（個人ワーク/ グループ

ワーク） 

第 4 回 【アイデア創出ワーク②】 

 アイデアソン（グループワーク） 

【発表会①】 

第 5 回 【アイデア創出ワーク③】 

 IoT プラットフォーム ifLink の仕組

みの理解 

第 6 回 【プロトタイピング①】  

ifLink を適用したシナリオの実行・

評価 

第 7 回 【グループ間共有①】  

アイデア/シナリオ/実行・評価結果の

グループ間共有 

第 8 回 【発表会②】 

第 9 回 【アイデア創出ワーク④】  

アイデア/シナリオの修正を検討 

第 10 回 【プロトタイピング②】 

 ifLink を適用したシナリオの再実

行・再評価 

第 11 回 【グループ間共有②】  

アイデア/シナリオ/再実行・再評価結

果のグループ間共有 

第 12 回 【発表会③】 

第 13 回 【最終発表会資料等準備①】 

第 14 回 【最終発表会資料等準備②】 

第 15 回 【最終発表会①】 

第 16 回 【最終発表会②】・講評 
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図 2 ifLinkモジュール一覧 

図 3 学生が開発したプロトタイプシステム例 
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